
 

e. 人工林を自然林に誘導するための間伐方法の検討 

 

１．目的 

赤谷プロジェクトは、生物多様性保全のために、人工林の約2/3（約2000ha）を自然林に誘導する

ことを目指して2010年度樹立の赤谷の森管理経営計画書（別冊）において、従来あった施業群を変更

し生物多様性復元施業群を新たに設定した。しかし、計画書の中では生物多様性保全のための配慮事

項についての記述はあるものの、具体的な施業方法（選木方法）は定めていない。そこで、本報告書

では人工林を自然林に誘導するための間伐方法の検討を行い、今後、この施業群における間伐施業に

反映させる基礎資料とする。また、木材生産を行う人工林整備型長伐期施業群についても、生物多様

性を低下させない手法が必要とされているため、この施業群の間伐についても検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．間伐施業が与える森林生態系への影響 

間伐施業が与える森林生態系への影響について、既存の主要な知見をまとめると以下のようにな

る。 

 ① 間伐により林内への光環境が改善され、林床へ到達する光量の増加に伴い、林床植生の発達が

促される。冷温帯域において鳥類が好む樹種を人工林内に増やすためには、散光透過率20％を

目安として10～30％で維持するような管理が必要であり、列状間伐を用いて、散光透過率20％

を維持させるためには、1列伐採よりも2列伐採の方がよい（石塚 2008）。赤谷プロジェクトエ

リアにおける人工林内に進入した広葉樹の稚樹の分布を調べた結果、1伐2残よりも2伐4残の方

が稚樹の本数が多い傾向が認められた（平田ら 2010; 平田ら 2011）。 

 ② 赤谷プロジェクトエリアのスギ人工林（41年生）に天然更新した広葉樹（ミズキ、ハルニレ）

の成長を調べた結果、時間経過とともに成長量が減退していく個体が増え、現状のままでは天

然更新した広葉樹の自然状態での旺盛な成長は期待できない（長池ら2011） 

（参考） 

◇ 関東森林管理局作成の「人工林における間伐等の手引き」及び「赤谷の森管理経営計画書（別

冊）」における“人工林を自然林に誘導するための間伐方法”に関する記述の評価 

 

【人工林における間伐等の手引き】 

 ① 間伐の目安を示し、想定できる間伐の方法等を一般化し、森林の機能類型ごとの取扱いを基

準に考えて作成されている。 

 ② 生物多様性の復元に資する選木方法との記載はないが、間伐で対応できる範囲での生物多様

性の向上を意識したものとして作成されている。 

 

【赤谷の森管理経営計画書（別冊）】 

① 目指すべき森林の姿に応じ間伐の方法を記述している。 

② ただし「列状間伐を採用」、「積極的に林内空間を確保」等の記述に止まり、伐採列（１伐

又は２伐）又は伐採幅、残し幅、想定している林内空間がどういうものか等、具体的な記述が欠如

している（選木方法等を固定しないで、幅のある中で実行出来るという応用を重視した利点も高い

ところであるが、現場で活用しにくいという面もある）。 



 

 ③ 赤谷プロジェクトエリアのスギ人工林（244へ3林小班）において、伐採幅を2列・3列と変えた

伐採実験を行い伐採後6年目の結果から、2列伐採の方が樹高が高く、個体数も多く、更新が良

好に行われていた。しかし、2列伐採では光環境が伐採前の水準に近づきつつあった。どちらの

伐採幅も、伐り捨て間伐より収穫間伐の方が自然林復元には効果的であった（塚田ら2011）。 

 ④ 国内外における間伐などの施業が繁殖鳥類群集に与える影響を報告した論文を検討した結果、

施業が鳥類群集に対して悪影響を与えたという報告例は少なく、場合によっては密度・多様性

が増加することがあった（由井 2008）。 

 ⑤ 北上山地のアカマツ林の列状間伐（幅5～9mの伐採列）によって、ノウサギが増加するが3年目

には施業前の水準に戻った（石間ほか 2007）。 

 ⑥ クマタカがハンティングに利用しやすい場所の森林構造の特徴として、亜高木層以上の本数が

少なく、亜高木層の植被率が低い林ほど利用されやすい傾向がある（日本鳥類保護連盟 2002; 山

家 2009）。間伐によって、林内空間が確保されることによりクマタカなどを含む猛禽類が林内

での移動が容易となり、ハンティングに利用されやすくなるなど間伐がプラスの効果を与える

かもしれない。 

 

以上のことから、間伐によって急激な森林の変化は想定されないが、「目指すべき森林の姿」

や各エリアの目標や復元すべき生態系などを総合的に判断し具体的な選木方法等を検討する必

要がある。また、人工林を自然林に復元するために、自然進入木の稚樹の本数や成長を促進さ

せるためには、できる限り林床に光が届くように伐採面積を確保することが望ましい。 

 

 

３．間伐方法の検討（赤谷の森管理経営計画書（別冊）より一部引用） 

以上の知見を踏まえて、各施業群における間伐方法についての提案を行う。なお、具体的な

施業を行うための間伐指針を作成する際は、植生ＷＧや猛禽類ＷＧ、モニタリング会議などを

通じて改めて検討する必要がある。 

 

 Ａ 生物多様性復元施業群 

 当面、生物多様性保全機能が高いと考えられる自然林への誘導を念頭に置きつつ、主として

間伐を実施します。この場合、伐採率は材積比35％以内とします。間伐方法は、立地条件や水

土保全機能の維持に配慮し、下層植生の発達しやすい光環境を形成するため、列状間伐を積極

的に採用します。 

 伐採率は、風害等を受けるおそれのある場合を除き、できる限り高めに設定します。 

 伐採にあたっては、生物多様性保全機能の発揮を念頭に次の点を考慮します。 

① 林内に生育している高木性の自然木は、伐採作業の支障とならない範囲で、積極的に保残

します。 

② クマタカ等の樹木に営巣する猛禽類の営巣適木（枝張りのよい大径木等）鳥類や小動物の

営巣木となるような樹洞のある木等は、伐採作業の支障とならない範囲で、積極的に保残

します。 

（赤谷の森管理経営計画書（別冊）より引用） 

 



 

■選木方法および選木の際に検討すべき事項について 

◇ 単木で選木する場合 

 ① 傾斜が急で土砂の流出、落石、雪崩などの発生するおそれが高い林分。 

 ② 植栽木以外の自然木が多数生育しており、列状間伐を行うことによって相当数の自然木が消滅

し、列状間伐による林床植生の発達効果以上に自然林誘導への損失が大きい林分。 

 

◇ 列状で選木する場合 

 ① 土砂の流出や雪崩の影響が少なく、林木の生長の良い林分においては、２列伐採や２列伐採と

単木間伐との組合せ（例えば２伐４残、２伐５残、２伐６残及び残し幅の単木間伐）を検討す

ること。 

※「人工林における間伐等の手引き」では、２伐４残の４残内の間伐効果は少ないとしている

が、下層植生の発達の促進と生物多様性復元の効果が期待される。 

 

  〈伐採率35％の場合〉 

    【２伐５残・単木組合せ例】      【２伐６残・単木組合せ例】 

  ○●●○○○○○●●○○●○○●   ○●●○●○○○○●●○○●○○○● 

  ○●●○○●○○●●○○○○○●   ○●●○○○●○○●●○○○○○○● 

  ○●●○○○○○●●○○○○○●   ○●●○○○○○○●●○○○○●○● 

  ○●●○○○○○●●○○●○○●   ○●●○●○○○○●●○○●○○○● 

  ○●●○○●○○●●○○○○○●   ○●●○○○●○○●●○○○○○○● 

  ○●●○○○○○●●○○○○○●   ○●●○○○○○○●●○○○●○○● 

  ○●●○○○○○●●○○●○○●   ○●●○●○○○○●●○●○○○○● 

  ○●●○○●○○●●○○○○○●   ○●●○○○●○○●●○○○●○○● 

          ○：保残木 ●伐採木 

 

 ② 林木の生長がやや劣り２列伐採では概ね５年後に樹冠の閉鎖（樹冠疎密度が10分の8に回復）

が望めない場合は、１伐２残又は１伐３残と単木間伐との組合せを検討すること。 

  〈伐採率35％の場合〉 

      【１伐２残例】         【１伐３残・単木組合せ例】 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○○○●○●○●○○○●○●○● 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○●○●○○○●○●○●○○○● 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○○○●○○○●○○○●○○○● 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○○○●○●○●○○○●○●○● 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○●○●○○○●○●○●○○○● 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○○○●○○○●○○○●○○○● 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○○○●○●○●○○○●○●○● 

  ○●○○●○○●○○●○○      ●○●○●○○○●○●○●○○○● 

 

 ③ 局所的な地形の変化（例えば下部は緩斜面であるが、上部が急激に急斜面となる場合など）等

により、一律に列状間伐を採用することが好ましくない林分、又は部分的に自然木の進入度合

いが高く列状によると自然木の消滅が多くなる場合等は、列状と単木の組合せ等を検討する。 



 

 

  〈伐採率35％の場合〉 

       【１伐２残と単木組合せ例】 

     ○●○○●○○○●○●○○●○○○ 

     ○○●○●○○●○○●○○○●○● 

     ●○○●○○●○○●○●○○●○○ 

     ○●○○●○○●○○●○○●○○● 

     ○●○○●○○●○○●○○●○○● 

     ○●○○●○○●○○●○○●○○● 

     ○●○○●○○●○○●○○●○○● 

     ○●○○●○○●○○●○○●○○● 

 

④ 過去に列状間伐を実施した林分で、２回目以降の列状間伐は、概ね５年後に樹冠の閉鎖が見込め

る場合には実施可能。 

   【１伐２残で実施した箇所で更に１伐２残の実施例：斜めに交差】 

     ○▲●○▲●○▲●○▲●○▲●○▲ 

     ●▲○●▲○●▲○●▲○●▲○●▲ 

     ○▲○○▲○○▲○○▲○○▲○○▲ 

     ○▲●○▲●○▲●○▲●○▲●○▲ 

     ●▲○●▲○●▲○●▲○●▲○●▲ 

     ○▲○○▲○○▲○○▲○○▲○○▲ 

     ○▲●○▲●○▲●○▲●○▲●○▲ 

     ●▲○●▲○●▲○●▲○●▲○●▲ 

      ○保残木 ▲伐採済 ●伐採木 

 

【２伐４残で実施した箇所の例示；搬出を重視した場合】 

  ○▲▲○●○○▲▲○●○○▲  

  ○▲▲○●○○▲▲○●●○▲  

  ○▲▲○●○○▲▲○●●○▲  

  ○▲▲○●●○▲▲○●○○▲  

     ○▲▲○●●○▲▲○●○○▲  

     ○▲▲○●○○▲▲○●○○▲  

※自然性のギャップに近い形として2本×2本の群状伐採と、列状間伐の組み合わせ 

 

今後の検討課題 

・単木で選木する場合と、列状で選木する場合のおおまかな目安の検討。 

・林分によって下層植生や広葉樹の更新状況が多様であることを踏まえ、それらを事前に把握して、

自然林に誘導する難易度を判定してそれに見合った施業法を選択する手法の確立。 

・列状伐採後の2回目の間伐手法（例えば、前回の列状間伐後の列は、搬出路として使うのが望まし

いのか（搬出路として使った場合その場所の自然進入木を残すことができるか） 

 



 

 

Ｂ 人工林整備型長伐期施業群 

 人工林の密度管理を目的として実施するものとし、伐採率は、材積比35％以内で風水害を受

けるおそれのある場合を除き、できる限り高めに設定します。 

 木材の効率的な搬出や猛禽類のハンティング環境、獲物となる動物の生息環境の改善等に配

慮して、残存木の配置や樹冠の閉鎖に支障のない範囲で出来る限り列状間伐を採用します。 

 伐採にあたっては、人工林内に生育している高木性の自然木、樹木に営巣する猛禽類の営巣

適木（枝張りのよい大径木等）、鳥類や小動物の営巣木となるような樹洞のある木、大径の枯

立木等は、伐採作業の支障とならない範囲で、積極的に保残します。 

 特に、あらかじめ保護樹帯設定箇所として予測できる場合は、間伐の段階から生物多様性復

元施業群への編入を念頭に、自然木の進入を促す光環境をつくるような選木を行います。 

（赤谷の森管理経営計画書（別冊）より引用） 

 

（今後の検討課題等） 

◇ 単木選木、列状選木の考え方は、生物多様性復元施業群と同様。 

◇ 高齢級の人工林については、過去にも間伐を実施しており、立木密度が低いことと併せて成長が

劣ってくるため、一律に伐採率35％で列状間伐を実施すると樹冠の閉鎖が見込めない場合があるの

で、単木間伐で伐採率も低くするなど、林分状況を勘案し選木方法を検討すること。 

◇ 将来植栽木を活かすための葉群管理につながる間伐手法を検討すること。 

◇ 尾根筋での風害の回避、沢筋での土砂流出の回避など地形や気象条件等を把握し、保護樹帯の設

定についても配慮しつつ一律に列状間伐を採用するのではなく、単木間伐との組合せを検討するこ

と。 

◇ 猛禽類のハンティング環境、獲物となる動物の生息環境の改善については、当面、間伐を実施す

ることである程度の効果が期待できると考えているが、猛禽類WG、ほ乳類WGのモニタリング調査等

により、間伐におけるより効果的な森林空間の創出方法等が提案されれば、その選木方法を検討す

ること。 

 

Ｃ 特別な取扱いが必要な森林 

当面は、集水域と想定される林分において、湿地への土砂流入に留意しつつ、自然林への誘

導をめざした間伐を行います。 

（赤谷の森管理経営計画書（別冊）より引用） 

 

（今後の検討課題等） 

◇ 単木選木、列状選木の考え方は、生物多様性復元施業群と同様。ただし、湿地の水源かん養機能

の維持に配慮し、地表の乾燥化を抑制する観点から列状間伐においては、１列伐採とし２列伐採

は行わないこととする。 

◇ 湿地へ土砂が流入する直接の要因は、列状間伐（路網を含む）により伐採された直線の連続が湿

地に到達しており、集中豪雨等により一時的に多量の表流水が伐採地を流路となり、一気に流れ込

む場合などが想定される。 

  このため、湿地に隣接する林分では、人工林整備型長伐期施業群の保護樹帯の設定の基準に準じ、

湿地から幅50ｍを保護樹帯的に保残することが望ましい。なお、保残すべき林分が過密状態であり、



 

間伐の緊急性がある場合には、林分の健全性が保てる必要最小限の伐採率をもって単木間伐により

実施し、搬出路の作設についても、湿地との傾斜方向に対して垂直方向を避けるなど配慮すること。 
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